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1.⼩さなベッドタウン
（繁華街から少し離れた住宅エリアに住んでいます）

・住宅が増えている
どう⾒ても古くからある農家は周囲に⾒当たらない。農地がな
いのだから農家がいないのは当然。単⾝住宅は盛岡市街で働く⼈
向けだと思われるが、⼾建ても多い。⾼層マンションがないベッ
ドタウンは地⽅ならでは。

・⽥園⾵景がない
その⼀⽅で農地がない。周囲の⼭の裾野まで⾏けばあるが、平
地は完全に住宅地、⼀部市街地。



2.どこでも⾞
・コンビニにも広い駐⾞場
コンビニはかなりの数がある。逆に⾔えば、他の店がない。盛
岡南にイオンを中⼼に店舗街があり、明らかにイオンが引っ張っ
て街ができた感じ。

・郵便局へもお年寄りは⾏けないのか？
ショッピングモールに⾏けば何でもある。逆にそこに⾏けない
と何もない。⾞に乗れない⼈にはつらい街。
そういう⼈たちのために、移動販売⾞などがあれば良いが、今
のところ全くそのようなものは⾒かけない。キッチンカーもない。



（郵便局）



（イオンモール）



3.盆地
・⾼低差が少ない
まあ⾼低差が少ないから街ができたのだが。

・でも登りたい⼭が近くにある
盆地なので四⽅を⼭に囲まれている。おそらく北上川に削られ
た盆地。岩⼿⼭、姫神⼭は盛岡のシンボル。



（岩⼿⼭）



（姫神⼭）



4.⽣活必需品しかない
・本屋がない、CDショップがない
イオンに⾏かないとこの⼿の店はない。ゲーセンもない、たまにパ

チンコ屋がある。もちろんでかい駐⾞場あり。WINSとあるから⾺券
売り場かと思いきや、パチンコ屋だった。
・飲み屋がない
⾞社会では⾚ちょうちんと⾔うものは存在しない。駅周辺だけ。別

に歩いて帰ればいいじゃん、千葉にはそう⾔う⾚ちょうちんは結構あ
る。この街にはない。何がなんでも⾞らしい。
・都銀がない(みずほ銀⾏だけ、三井住友、三菱UFJ、りそなはない)
まさか盛岡に三菱UFJがないとは思わなかった。イオンはイオン銀

⾏が建てたのか？都⼼に出稼ぎに⾏った⼈は地元への仕送りはどう
やっているのか？



5.ドラッグストアがやたら多い
多いのは地元のチェーン店、薬王堂と全国区のツルハ、それと
サンドラッグ、ウェルシア。⾸都圏同様、コスメや⽇⽤品、その
他⽣活⽤品を幅広く扱って⽇常⽣活全般を⽀えている。
処⽅薬局は⾸都圏同様、それぞれの医院ごとにあり。



6.スポーツジムが多い
・⾞で運動不⾜？
飲んだあと歩いて帰る発想がないくらいだから、歩かないのだろう、

と推測。

・銭湯に代わる地域コミュニティ？
街のコミュニティとして、スポーツジムが機能している？若い⼈が

公⺠館に集まると⾔うのもなさそうだ(と⾔うか、地元感のある住⺠
を⾒かけない)。

・公園
さびれている公園と未成年のたまり場になっている公園とに分かれ

る。



7.愛郷⼼がめっちゃ強い
・ローカルニュースもCMも岩⼿を強調
地⽅に⾏けば地⽅⾊のあるCMはあっても、ローカルニュース
は単なるローカルニュースではなく、かなり愛郷⼼が前に出て来
ている。千葉都⺠な千葉県⼈には考えられない状態。



（鉄神ガンライザー・毎週⽇曜朝７時より放送中）



8.独り暮らしは多いのに、独り暮らし向
けの店がない
・ラーメン屋がない(繁華街にはあるが、住宅街には幸楽苑のみ)
やはり飲み屋がないせい？とは⾔え、今のラーメンは飲み歩き
の締めではない。もっと増やす余地はあるだろう。

・吉野家、松屋がない
とにかくコンビニ飯からは脱出したいので。松屋が⼀軒欲しい
(開運の湯のそばにすき家があったかな)。

・キッチンカーがない
詳細は後で。



9.保育園が多い

⼦育てに⽋かせないとは⾔え、こちらなら祖⽗⺟に⾯倒を⾒て
もらえそうな気がするが、そうでもないのか。



10.外国⼈がいない
・コンビニの店員は⽇本⼈
都⼼ではコンビニ店員が⽇本⼈であることは珍しい（店⻑が出
てきたときくらい）。こちらはしっかり店員も⽇本⼈。

・キッチンカーを⾒かけない
⼟地がたっぷりあるので、地代節約の必要がないのかもしれな
い。とは⾔え、キッチンカーは⾷の多⽂化化をもたらした。こっ
ちでもケバブや東南アジア料理を⾷べたいなあ。



11.その他もろもろ
•○盛岡商業⾼校サッカー部のユニフォームが真っ⾚で浦和レッ
ズと⾒間違える

○横断歩道を減らし、地下道で⾞道を渡る

○あちこちに遺跡の案内表⽰がある、しかし遺跡そのものは⾒
たことがない



（地下道案内）



（遺跡案内）
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